
世界の学生を対象に、SDGsにデザインで取り組む
コンペティションを開催します。

デザインで 世 界を変えよう！

デザインに関心のある世界中の学生から世界を救う“デザイン”を募り、
優れた解決方法を世界に示す SDGs Design Internat ional  Awards を今年も開催します。

世界中の学生から、人類の課題を解決するクリエイティブなアイデアを募集。
人類の課題を解決するために貢献できることがある！

複雑な社会問題の解決にチャレンジする若い世代からのご応募をお待ちしております。

6月15日～9月30日　応募期間
11月12日　授賞式

｜　特別協賛　｜

｜　一般協賛　｜



お問い合わせ　SDGsデザインユニット事務局　sdgs@des i gn . k yu shu -u . a c . j p

募集テーマ

「質の高い教育」をデザインしよう！
世界中の学生たちが考えた「質の高い教育」を、九州大学から世界に公開します！

スケジュール

応募期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2022年 6月15日～9月30日

1次審査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2022年 10月中旬

最終審査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2022年 10月末

授賞式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2022年 11月12日(土)

 

賞　金

金賞 　1組　 30万円+賞状

銀賞 　1組 　10万円+賞状

企業賞

銅賞   1組  　5万円+賞状

テーマに沿ったデザインを、企画書（所定のフォーマット）にまとめて、WEBサイトの応募フォームから
ご応募ください。フォーマットはサイト内にある「応募する」ボタンからダウンロードできます。
詳細はこちらから　https://www.sdgs.design.kyushu-u.ac.jp/awards/ 

SDGsの達成目標 4 ：『質の高い教育をみんなに』 
現在行われている学校教育。これを根底から今一度考え直してみませんか。急
速な変化の時代、今だからこそ必要な教育の役割とは何か。何をもってして教
育のゴールとするものなのか。これからの未来を担う若者に必要とされる、質
の高い教育とは何か。企業とどのように連携すべきか。どのような教育システ
ムが必要か。世界の教育が、アジアの教育が、今後どのような連携をしていく
べきか。こういった視点から以下４つのキーワードを組み合わせたデザインア
イデア提案を広く世界中から募集します。

1
Theme

「質の高い教育」をデザインしよう！ 2
Theme

質の高い教育

『教育×文化』 ～文化的視点から見る教育の新しい可能性～
例）世界各地の家庭での食卓を体験できる授業

『教育×アート』 ～教育とアートを融合し生まれる新しい教育の可能性～
例）しあわせな未来を創るアート専門の小学校カリキュラム

『教育×デザイン』 ～デザイン手法による教育の授業・環境・仕組み作り～
例）社会的弱者にしあわせな未来を提供するための教育プログラム

『教育×先端テクノロジー』 ～先端テクノロジーを生かした未来教育の提案～
例）ビックデータやAIを利用した不平等な人々にしあわせな未来を提案する教育プログラム・ツールの開発

九州大学創立１１０周年記念 VISION EXPO 
Kyushu University Asia Week

各5万円+賞状

高校生特別賞 賞状（九州大学特別オンラインキャンパスツアーも企画中）

企業とともに「質の高い
教育」をデザインしよう！

社会課題の解決は１人だけでは実現できませ
ん。企業や地域との連携も重要です。各企業が、
社会をよくしていきたいと考える分野において
どのような教育を提供できるでしょうか。授業
のカリキュラム、イベント、アプリ、教育施設のデ
ザイン、アートなど様々なアイデアを募集します。
 
１ ユーコーラッキー
   グループ賞
　
地域の活性化につながる 
おとなのための学びの場のデザイン 

２ マリンワールド賞　

地域の海や川の豊かさを未来に残すための
活動に 参加したくなる学びの場や
システムのデザイン 

３ 九州ガス賞　 

家庭で使用するエネルギーの選択が 、様々な面
で重要であることを楽しく学ぶデザイン

文化

アート 先端テクノロジー

デザイン

主 催　  九州大学大学院芸術工学研究院 SDGsデザインユニット、九州大学未来デザイン学センター
共 催　  九州しあわせ共創ラボ（九州博報堂）、 韓国東西大学 アジア未来デザイン研究所
協 力　  中国北京理工大学、Cumulus Assoc iat ion、芸工インターナショナルオフィス




